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＜基　本　理　念＞

＜行　動　指　針＞

１．解体工事においては、環境に配慮した施工に努めます。

２．受託した三共廃棄物については、3Ｒを推進し、適正な処理及び再資源化率向上に

　　努めます。

４．環境法規制等を遵守します。

５．工場及び事務所の電気使用量の削減及び水道使用量の削減を図ります。

６．教育訓練の実施により、環境に対する意識向上を図り、全社員に周知します。

７．環境経営方針等を広く一般に公表します。

2008年 9月1日制定
2023年 8月5日改定

株式会社　ＭＡＲＵＫＯ

代表取締役　　鈴木　真理子
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環境経営方針

　私たち、株式会社ＭＡＲＵＫＯは企業理念により、環境対策を進めてきましたが
事業活動が環境に与える影響を認識し、『エコアクション２１環境経営システム』を導入す
ることにより、資源・エネルギーの有効活用、汚染防止、廃棄物の削減・適正処理及びリ
サイクルを継続的に推進します。

　環境と調和した社会づくりを目指し、資源循環型社会の構築に貢献することで、美しい
地球環境を未来ある次世代の手に委ねるべく、全社一丸となって変革に取り組んでいき
ます。

３．建設機械、車輌の燃料及び溶融炉用燃料使用量の削減と、廃棄物処理において
    二酸化炭素排出量を削減します。



２．事業概要 2023年7月31日作成

1 事業者名

2 代表者

3 〒441-8068 愛知県豊橋市神ノ輪町20番地の2

https://www.maruko18.co.jp

事業活動 管理業務

〒441-3112 愛知県豊橋市東細谷町字東篭田75番208

事業活動：産業廃棄物中間処分(焼却)、産業廃棄物最終処分（管理型）

〒441-3112 愛知県豊橋市東細谷町字一里山3番1

事業活動：産業廃棄物中間処分(破砕・選別)　　　　　　　　　　　　　

〒441-3126 愛知県豊橋市冨士見町269番2

事業活動：産業廃棄物中間処分(破砕・選別、破砕、造粒固化、圧縮・梱包)　　　　　　　　　　　　　

〒461-0001 愛知県名古屋市東区泉1丁目1319

パークサイド1336ビル8F

事業活動：営業管理業務

〒104-0031 東京都中央区京橋二丁目11番5号

パインセントラルビル2F A室

事業活動：営業管理業務

4 資本金 2,000万円

5 創業年月 1982年11月

6 設立年月日 1985年4月1日

7 事業内容 産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処理業、特別管理産業廃棄物中間処理業、

産業廃棄物最終処分場の維持管理、解体工事業

8 従業員数

           ＜2023年7月31日現在＞

2

冨士見リサイ
クルセンター

住所

ＴＥＬ （0532）74-7258

ＦＡＸ （0532）74-7259

・名古屋支店3名・東京支店2名）　

事業所の所在地等

株式会社　ＭＡＲＵＫＯ

代表取締役　鈴木　真理子

本社

住所

ＴＥＬ （0532）48-3718

ＦＡＸ （0532）48-6528

ホームページURL

弥栄工場

住所

ＴＥＬ （0532）41-8558

ＦＡＸ （0532）41-0598

原町リサイク
ルセンター

住所

ＴＥＬ （0532）41-4131

ＦＡＸ （0532）41-4131

名古屋支店

住所

ＴＥＬ （052）951-0660

ＦＡＸ （052）951-0661

東京支店

住所

ＴＥＬ （03）6228-7918

ＦＡＸ （03）6228-7148

（本社75名・弥栄工場7名・原町リサイクルセンター3名・冨士見リサイクルセンター10名100

https://www.maruko18.co.jp/


9 許認可一覧

国土交通大臣　許可

国土交通大臣　許可

国土交通大臣　許可

国土交通大臣　許可

田原市

蒲郡市

新城市

岡崎市

豊川市

豊橋市

豊橋市

愛知県

豊橋市

静岡県

岐阜県

三重県

東京都

千葉県

神奈川県

愛知県

静岡県

神奈川県

愛知県

名古屋市

岡崎市

豊田市

一宮市

東京都

宮城県

郡山市

仙台市

福島県

福島市

いわき市

10 施設概要 管理型最終処分場 （１）設置場所

愛知県豊橋市東細谷町字東篭田75番18他1筆

（２）埋立地の面積

2,686.25㎡（全体面積　4,511.17㎡）

（３）埋立容量

16,620.84ｍ3（残余容量　1534.04m3）

（４）埋立処分する産業廃棄物

燃え殻、汚泥、廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を

含む。）、金属くず（自動車等破砕物を含む。）及び陶磁器くず（自動車等破砕物

及び石綿含有産業廃棄物を含む。）、鉱さい、がれき類（石綿含有産業廃棄物を

含む。）、ダスト類

（５）処理方式　準好気性埋立

（６）許可年月日　平成11年2月12日

中間処理場 破砕 （１）設置場所

愛知県豊橋市東細谷町字一里山3番1（原町リサイクルセンター）

（２）処理品目

廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、木くず、

がれき類（石綿含有産業廃棄物を除く。）

（３）処理方法　破砕(破砕機）

（４）許可年月日　平成16年1月30日

中間処理場 焼却 （１）設置場所

愛知県豊橋市東細谷町字東篭田75番208（弥栄工場）

（２）処理品目

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類（自動車等破砕物及び

石綿含有産業廃棄物を除く。）紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、

動物のふん尿、特別管理産業廃棄物(感染性産業廃棄物)

（３）処理方法　連続式ストーカー炉

（４）許可年月日　平成17年11月18日

中間処理場 破砕 （１）設置場所

愛知県豊橋市東細谷町字一里山3番1（原町リサイクルセンター）

（２）処理品目

ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）

及び陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、

（３）処理方法　破砕(破砕機）

（４）設置年月日　平成24年11月7日

第12420001959号 令和2年10月16日 令和7年10月4日

第01200001959号 令和3年11月30日 令和8年9月14日

第10520001959号 令和3年7月19日 令和8年5月9日

第09020001959号 令和3年9月6日 令和8年8月3日

第13720001959号 令和4年1月11日 令和8年10月13日

令和7年7月5日

22 田 廃 第 268 号 令和4年11月19日 令和6年11月18日

許可年月日 有効期限

土木工事業 令和2年2月24日

一般廃棄物収集運搬業

令和2年7月21日

令和7年2月23日

令和6年11月26日蒲 清 第 121 号 令和4年11月27日

第09670001959号 令和3年12月13日 令和8年11月28日

令和3年12月8日 令和8年10月13日

第01320001959号 平成31年1月27日 令和6年1月26日

令和7年5月27日

令和4年4月1日 令和6年3月31日

第 10238 号 令和5年5月11日 令和7年4月30日

3 豊 清 指 令 第 86 号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

指 令 新 生 環 第 137 号

第02400001959号 令和4年6月6日 令和9年5月7日

産業廃棄物処分業 第09640001959号 令和3年12月13日 令和8年10月13日

特別管理産業廃棄物処分業

産業廃棄物収集運搬業

第02300001959号 令和3年11月5日 令和8年10月13日

第09610001959号 令和3年12月13日 令和8年11月28日

第02201001959号 令和5年3月16日 令和10年3月15日

第02100001959号 令和3年2月5日 令和7年12月20日

第1300001959号 令和2年6月21日 令和7年6月20日

第01405001959号 令和2年7月31日

（特-1）第23452号

（特-1）第23452号

許可の種類 許可範囲 許可番号

（特-1）第23452号

建築工事業 令和2年2月24日 令和7年2月23日

解体工事業 令和2年2月24日 令和7年2月23日

とび・土工工事業 令和2年2月24日 令和7年2月23日（特-1）第23452号

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

第02350001959号 令和4年3月3日 令和9年1月26日

第01450001959号 令和2年10月21日 令和7年8月2日

令和6年6月23日第02251001959号 令和1年6月24日

3

第00720001959号 令和2年12月15日 令和7年10月4日

第64200001959号 令和4年9月15日 令和9年8月31日

第02320001959号

産業廃棄物処分業
（移動式破砕）

第09420001959号 令和2年8月24日 令和7年7月29日

第0420001959号 平成30年12月25日 令和5年12月24日

第08720001959号 令和2年6月25日 令和7年5月25日

第05422001959号



10 施設概要（続き） 中間処理場 破砕・選別、破砕

（１）設置場所

愛知県豊橋市冨士見町 269 番 2（冨士見リサイクルセンター）

（２）処理品目

廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、紙くず、

木くず、繊維くず、金属くず（自動車等破砕物を除く。）、ガラスくず・コンクリートくず

（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず

（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、がれき類（石綿含有

産業廃棄物を除く。）

（３）処理方法　破砕(破砕機）、選別破砕(風力選別機・ふるい機・破砕機)

圧縮・梱包、造粒固化(整粒ローラ)

（４）許可年月日　平成28年5月20日

中間処理場 造粒固化、圧縮・梱包

（１）設置場所

愛知県豊橋市冨士見町 269 番 2（冨士見リサイクルセンター）

（２）処理品目

廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、紙くず、

木くず、繊維くず、金属くず（自動車等破砕物を除く。）、ガラスくず・コンクリートくず

（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず

（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、がれき類（石綿含有

産業廃棄物を除く。）、汚泥（無機性汚泥に限る。）

（３）処理方法　破砕(破砕機）、選別破砕(風力選別機・ふるい機・破砕機)

圧縮・梱包、造粒固化(整粒ローラ)

（４）許可年月日　平成29年10月20日

積替え、保管施設 （１）設置場所

愛知県豊橋市東細谷町字東篭田75番168他2筆及び同町字篭田東90番1他1筆

（２）保管する産業廃棄物の種類

廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を含む。）、紙くず、

木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物を含む。）、ガラスくず・

コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び

陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を含む。）がれき類（石綿

含有産業廃棄物を含む。）　以上8品目

（３）面積 （４）保管上限 749.01㎥

全体面積　1,644.39㎡

保管面積　   834.66㎡ （５）高さ 3.00ｍ

11 収集運搬 許可品目 （１）積替え、保管を除く

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ、鉱さい、動物のふん尿

ダスト類、特別管理産業廃棄物（感染性産業廃棄物）　以上10品目

（２）積替え、保管を含む

廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を含む。）、紙くず、

木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物を含む。）、ガラスくず・

コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び

陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を含む。）がれき類（石綿

含有産業廃棄物を含む。）　以上8品目

12 産業廃棄物の中間処理方法・処理能力

4

 産業廃棄物

選別・破砕 
（冨士見リサ
イクルセン

ター）

焼却
（弥栄工場）

造粒固化※1
圧縮・梱包※2

（冨士見リサイク
ルセンター）

破砕
（原町リサイクルセン

ター※3、冨士見リサイ
クルセンター※4）

汚泥 － 9.77㎥／日 － －

廃油 － 5.87㎥／日 － －

廃酸 － 2.40㎥／日 － －

廃アルカリ － 2.40㎥／日 － －

動植物性残さ － 29.328ｔ／日 － －

ゴムくず 117.6ｔ／日 19.896ｔ／日 501.84ｔ／日、429.96ｔ／日※2 773.28ｔ／日※4

動物のふん尿 － 16.104ｔ／日 － －

特別管理産業廃棄物（感染性産業廃棄物）  － 42.768ｔ／日 － －

廃プラスチック類 － 20.520ｔ／日 － －

紙くず － 51.192ｔ／日 － －

木くず － 47.52ｔ／日 － －

繊維くず － 43.848ｔ／日 － －

汚泥 － － 288.0ｔ／日※1 －

廃プラスチック類 103.3ｔ／日 － 333.84ｔ／日、284.64ｔ／日※2 32.8ｔ／日※3、521.0ｔ／日※4

紙くず 76.8ｔ／日 － 351.12ｔ／日、298.8ｔ／日※2 446.16ｔ／日※4

木くず 127.3ｔ／日 － 530.64ｔ／日、451.44ｔ／日※2 32.8ｔ／日※3、818.0ｔ／日※4

繊維くず 57.6ｔ／日 － 115.68ｔ／日、98.4ｔ／日※2 214.08ｔ／日※4

金属くず 180.0ｔ／日 － － 1008.24ｔ／日※4

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 148.8ｔ／日 － － 1189.68ｔ／日※4、58.8ｔ／日※4、165.36ｔ／日

ガラス・コンクリート・陶磁器くず（石膏ボードに限る） － － － 4.0ｔ／日※3

がれき類 175.3ｔ／日 － － 275.2ｔ／日※3、1321ｔ／日※4、86.4ｔ／日、244.8ｔ／日

がれき類（石膏ボードに限る） － － － 4.0ｔ／日※3
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５

施設処理工程図

場内雨水排水溝
場内雨水排水溝

ゴミ 排ガス

電気空気

ポンプ

水蒸気

水

雨水

焼却炉、熱交、冷却塔給水へ

軟水槽兼防火水槽

井戸ポンプ１

軟

水

器

井戸ポンプ２

分割式沈殿槽

受水槽

軟水槽

工場内設備負荷

電力会社

発電機
蒸気タービン

水蒸気収集管

蒸気回収装置

貯水タンク

送風機

廃熱ボイラー

廃熱ボイラー

発電能力　２５０KW/ｈ《焼却炉》
焼却能力　２ｔ/ｈ
２４ｈ連続稼動

〈炉出口温度〉
１０００～１１００℃
〈二次燃焼室温度〉
９００～１０００℃

蒸気回収装置

最大能力　２４ｔ/ｈ

焼却炉

冷

却

塔
サ

イ

ク

ロ

ン

バグフィルター

排

気

塔

排風機

送風機
活性炭　　　消石灰

ボイラー給水へ軟水槽へ

再燃バーナー

自動投入機

タ

ン

ク

助燃バーナー

ｺ

搬送コンベア

水封コンベア

1000～1100℃

185℃

冷却塔
排ガス温度

200℃以下に急冷

二次燃焼室

900～1000℃

軟

水

器

灰溶融炉 スラグ

[各ばいじん]

1500℃

灰溶融炉

処理能力　３５０kg/ｈ

溶融スラグ
↓

路盤材、コンクリート二次製品へ

熱交換器



13 廃棄物処理工程図

■原町リサイクルセンター（破砕)
破砕： 木くず→破砕機→チップ→燃料

破砕： 廃石膏ボード→破砕機→石膏粉→土壌固化材

破砕： コンクリートがら→破砕機→砕石→路盤材

■弥栄工場（管理型最終処分水処理工程)

6



1
3

廃
棄

物
処

理
工

程
図

■
冨

士
見

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
（破

砕
・選

別
・造

粒
固

化
・選

別
破

砕
)

7

５

解体現場

建設現場

工 場

産業廃棄物

安定型処分

管理型処分

ﾘｻｲｸﾙ土

路盤材等

製紙原料

燃料チップ

固形燃料

各種製品原料

焼却処分

計 量 展開検査

破砕機1

破砕機3

破砕機2

投入コンベア 回転式選別機 風力・振動選別機

手選別1

圧縮梱包 手選別2

比重差選別機 粒度調整設備

選別機 湿式洗浄分級機

冨士見

リサイクルセンター

汚泥造粒固化機

選別品目

廃プラ、紙くず、木くず、ガラス、コンクリ及び

陶磁器類、がれき類、ゴムくず、繊維くず、鉄くず

マグネット

マグネット

製鉄原料



14 処理費用 別途、お見積が必要となります。

15 事業規模

合計

■産業廃棄物処理実績は別紙①に記す

16 保有車両

2.00ｔ

2.00ｔ

2.00ｔ

2.00ｔ

3.40ｔ

台 台

8

官庁 0

0

2020年度

2,919

139

20,937

17,565

0

17,496

68

38,836

38,257

579

95

20,937

18,359

0

官庁 0

民間 19

建設機械

建設機械

26,993

特別管理産業廃棄物処分量 t 424

産業廃棄物処分量 t 45,154

136

バケット容量

59

86

民間 98

34,952

945

0

官庁 2

民間 36

官庁 0

9.40t

3.40ｔ 

建設機械 3.6㎥ 6

9

21

その他

1

自走式回転破砕機

0.7㎥

0.45㎥

0.2㎥

39

0.9㎥

自走式ふるい分け機

1

建設機械

建設機械

886

0

官庁 0

民間 26

官庁 0

民間 127

2.00ｔ

9.30t

63.40ｔ

ダンプ

ユニック

医療廃棄物運搬車

1.6㎥

8 ユニック1.2㎥

8

1

4

4

高圧洗浄車

清掃車

キャブオーバー

塵芥車

散水車

延床面積

2022年度

2,777

100

20,937

0

27,418

25,704

2

25,707

18,301

58

35,897

261

46,040

2018年度

5,489

95

20,937

29,834

0

29,573

2019年度

5,460

種類及び名称（作業車両）

建設機械

建設機械

建設機械

建設機械

項目

t

t

人

㎡

産業廃棄物収集運搬量 t

特別管理産業廃棄物収集運搬量 t

合計収集運搬量 t

百万円

単位

一般廃棄物収集運搬量

売上高

従業員

合計中間処理量

0

官庁 0

民間 27

官庁 0

2

5.2㎥

3.6㎥

2

民間民間

脱着装置付コンテナ専用車 

4

種類及び名称（運搬車両）

民間 64

105

52

71

8

7

ダンプ

自走式スクリーン バン

111

営業車

バン（ハイエース）

1

1

1

1

2

3

解体工事件数

最終処分量

件
当
社
下
請

t

当
社
元
請

台数

0.25㎥

5 ダンプ

建設機械

建設機械

153

2.80ｔ 1

台数

脱着装置付コンテナ専用車 

積載量

54

10

3.40ｔ

2

2

1

4

2021年度

3,329

122

20,937

25,340

0

25,253

87

62,793

62,084

709

0

官庁 0

民間 41

官庁 0



17 資格者 産業廃棄物焼却施設技術管理士 2 名 一級建築士 6 名

破砕・リサイクル施設技術管理士 2 名 一級土木施工管理技士 3 名

最終処分場技術管理士 1 名 一級建築施工管理技士 5 名

危険物取扱者(乙) 2 名 一級管工事施工管理技士 1 名

特定化学物質等作業主任者 3 名 石綿作業主任者 7 名

職長教育 13 名 エネルギー管理員 4 名

18

TEL　　　0532-48-3718

FAX　　　0532-48-6528

e-mail　　maruko@r6.dion.ne.jp

３．認証・登録範囲

２ページの事業概要のすべての事業所（全組織、全活動）

作成者　梅村

9

環境管理責任者 責任者氏名

連絡先

梅村　友喜



役割・責任

１．代表取締役 ３．環境管理委員会 ７．部署特有の事項
　（１）環境経営方針の設定 　（１）エコアクション２１システム構築上の各部署間の調整 　（１）本社総務部
　（２）環境管理責任者の任命を含めた組織体制の構築 　（２）エコアクション２１運用上の重要事項の審議・調整・伝達 　　　　①社外からの環境情報の受付、必要部署への伝達、
　（３）エコアクション２１のシステム構築・運用に必要な資源の準備 　（３）環境経営計画の実行状況の確認 　　　　　 情報提供者への回答
　（４）代表者による全体の評価と見直し 　（４）社内共通文書の審議 　　　　②電気、水道、燃料使用量の管理
　（５）環境経営レポートの承認 　（５）環境関連法規等の確認 　　　　③産業廃棄物収集運搬手配管理
　（６）全社共通の文書の承認 　（６）その他、代表者及び環境管理責任者の指示事項の審議・実行など 　　　　④その他、エコアクション２１関連事項で、社長
　（７）環境経営目標・環境経営計画の承認 　（７）３ヶ月に１回の開催 　　　     及び環境責任者の指示事項
　（８）環境関連法規等のとりまとめ承認 　（２）名古屋支店
　（９）その他 ４．エネルギー管理委員会 　　　　①社外からの環境情報の受付、必要部署への伝達、

　（１）エネルギー使用の合理化に関する重要事項の審議・調整・伝達 　　　　　 情報提供者への回答
２．環境管理責任者 　（２）エネルギー使用の合理化計画の実行状況の確認 　　　　②燃料使用量の管理
　（１）エコアクション２１のシステム構築及び運用に関する全責任 　（３）エネルギー使用の合理化に関する文書のとりまとめ 　　　　③その他、エコアクション２１関連事項で、社長
　（２）環境管理委員会の統括 　（４）３ヶ月に１回の開催 　　　　　 及び環境責任者の指示事項
　（３）緊急事態発生時の総指揮 　（３）弥栄工場、原町リサイクルセンター、冨士見リサイクルセンター

　（４）環境経営レポートの原案作成 ５．各環境管理者 　　　　①廃棄物の適正処理
　（５）環境経営目標の原案作成 　（１）各部署の環境保全活動の統括 　　　　②電気、水道、燃料使用量の削減実行
　（６）環境経営計画の作成と全体的な運用確認 　（２）各部署の環境経営計画の進捗管理 　　　　③原材料等購入先への要求事項の伝達
　（７）教育・訓練の内容を環境管理者に指導 　（３）是正処置・予防処置の計画・実施 　　　　④その他、エコアクション２１関連事項で、社長
　（８）全社共通文書の作成 （環境管理責任者の指示による） 　　　　　 及び環境責任者の指示事項
　（９）文書・記録の保管管理 　（４）各部署特有の文書の作成及び記録の保管 　（４）工事部
　（１０）環境管理委員会の主催 　（５）部署内教育・訓練の実施 　　　　①燃料使用量の削減実行
　（１１）部署作成文書の承認 　　　　②分別解体の推進
　（１２）環境関連法規等のとりまとめ及び遵守状況チェック ６．EA21事務局 　　　　③その他、エコアクション２１関連事項で、社長
　（１３）是正処置及び予防処置の計画、実施の指示と結果の確認、フォロー 　（１）電気、水道、燃料使用量等の集計 　　　　　 及び環境責任者の指示事項
　（１４）「代表者による全体の評価と見直し」のための情報収集と代表者への提供 　（２）社外からの環境情報の受付集計、必要部署への伝達 　（５）東京支店

　　　　①社外からの環境情報の受付、必要部署への伝達、
　　　　　 情報提供者への回答
　　　　②電気使用量の管理
　　　　③その他、エコアクション２１関連事項で、社長

10 　　　　　 及び環境責任者の指示事項

代表取締役

弥栄工場
環境管理者

原町ﾘｻｲｸﾙｾﾝ
ﾀｰ

環境管理者

環境部

2023．3．31現在

工事部

本社工事部
環境管理者

本社総務部門
環境管理者

収集運搬部

中間処理（焼却）
最終処分
積替保管

中間処理

（破砕・選別）
洪本 雅昭

社員

洪本 亜里砂

社員 社員 社員

鈴木 真理子

４ エコアクション２１取組体制（組織図）

環境管理責任者

梅村 友喜

環境管理委員会
・環境管理責任者

・各部署環境管理者
エネルギー管理委員会

杉本 明

名古屋支店
環境管理者

社員

土井 政博

東京支店
環境管理者

佐藤 勝廣

社員

総務部

7

EA21事務局

土井 政博 土井 政博

冨士見リサイク
ルセンター
環境管理者

社員

中間処理

（破砕・選別破砕・



5　環境負荷削減のための目標値（2021年度～2023年度）

11

8

８

項目 単位 目標基準※1

2021年度 2022年度 2023年度

58.5 58.2 57.9 57.6

(17,023.5) (16,938.4) (16,853.3) (16,768.1)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

570.0 567.2 564.3 561.5

(165,870.0) (165,040.7) (164,211.3) (163,382.0)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

58.0 57.7 57.4 57.1

(16,878.0) (16,793.6) (16,709.2) (16,624.8)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

220.0 218.9 217.8 216.7

(64,020.0) (63,699.9) (63,379.8) (63,059.7)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

2,460.0 2,447.7 2,435.4 2,423.1

(715,860.0) (712,280.7) (708,701.4) (705,122.1)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

780.0 776.1 772.2 768.3

(226,980.0) (225,845.1) (224,710.2) (223,575.3)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

kwh／千万円(売上高) 75.0 74.6 74.3 73.9

(21,825.0) (21,715.9) (21,606.8) (21,497.6)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

6,400.0 6,368.0 6,336.0 6,304.0

(1,862,400.0) (1,853,088.0) (1,843,776.0) (1,834,464.0)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

電力使用量の削減 kwh／千万円(売上高) 260.0 258.7 257.4 256.1

(75,660.0) (75,281.7) (74,903.4) (74,525.1)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

kwh／千万円(売上高) 3,000.0 2,985.0 2,970.0 2,955.0

(873,000.0) (868,635.0) (864,270.0) (859,905.0)

3年間で1.5％削減（売上比,千万円） 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

電力使用量の削減 -

CO2排出量の削減 ※2 kg-CO2 36,000,000 35,820,000.0 35,640,000.0 35,460,000.0

kg-CO2／千万円(売上高) 73,469 73,102 72,735 72,367.3

3年間で1.5％削減 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

産業廃棄物リサイクル率 ※4 ％ 93.5% 94.0% 94.5% 95.0%

3年間で1.5％向上 0.5%向上 1.0%向上 1.5%向上

紙使用量削減 -

水資源投入量 ｍ３ 175 174 173 172

3年間で1.5％削減 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

水資源投入量 ｍ３ 205 204 203 202

3年間で1.5％削減 0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

水資源投入量 -

水資源投入量 -

グリーン購入 -

作成者　梅村

冨士見リ
サイクル
センター

化石燃料エネルギー量 ℓ／千万円(売上高)

電力使用量の削減

冨士見リ
サイクル
センター

電力使用量の削減

弥
栄
工
場

化石燃料エネルギー量＜溶融炉重油使用量＞ ℓ／千万円(売上高)

本
社

弥
栄
工
場

電力使用量の削減 kwh／千万円(売上高)

工
事
部

化石燃料エネルギー量 ℓ／千万円(売上高)

共
通

事務用品購入の際、再生品の購入に努める

本
社

弥

栄

工

場

原町リサ
イクルセン

ター

地下水くみ上げの為、投入量の把握ができない。
ただし、節水に努める

工
事
部

お施主様支給としているため目標数値設定除外
ただし、節水に努める

共
通

電子書類の活用、裏紙の使用に努める

原町リサ
イクルセン

ター

名古屋支
店・東京

支店

賃貸の事務所でここに光熱費等が計測できないため、目標数
値設定除外。ただし、節電に努める

共
通

工
事
部

弥
栄
工
場

化石燃料エネルギー量 ℓ／千万円(売上高)

原町リサ
イクルセン

ター

化石燃料エネルギー量 ℓ／千万円(売上高)

環境負荷削減のための目標値

2020年8月31日（2022年9月6日更新）

目標

本
社

化石燃料エネルギー量 ℓ／千万円(売上高)

※１ 目標基準は、2020年度の実績をベースに算出を行いました。

※２ 電気のＣＯ２換算係数は、0.476[kg-CO2/kWh] ※2017年度 中部電力

※３ 化学物質は使用していません。

※４ リサイクル率＝（再生資源化した廃棄物の量/現場から排出した廃棄物の量）×100

※５ 2019年度より冨士見リサイクルセンターを追加しています。2020年度より、目標値の設定を行いました。

※６ 各項目の上部に原単位＝実数/売上高、下部に括弧書きで実数を記載しています。売上高は共通で2020

年実績の291千万円を用いています。



６．環境経営計画及び計画に基づき実施した取組内容

2022年4月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

梅村 アイドリングストップを常にONにして走行 実行できた

梅村
朝礼時にドライバーへエコドライブの実践に
ついて教育

実行できた

梅村 乗車時に車両点検表による点検を必ず行う 実行できた

梅村
新規の現場がある際には、適切なルート図
を事前にドライバーへ配布

実行できた

宮端
従業員への制御システムの周知、投入前の
破砕等の前処理を徹底

実行できた

松倉
日常点検および月次点検を実施し、故障発
見時には必ず報告させ速やかに修理対応

実行できた

松倉
日常点検および月次点検を実施し、故障発
見時には必ず報告させ速やかに修理対応

実行できた

梅村
朝礼時に呼びかけるとともに、業務終了時
には消灯のチェックを必ず行う

実行できた

梅村
温度設定を各事業所に掲示し、日々の温度
チェック表を記入

実行できた

梅村
朝礼時の作業員への呼びかけ、安全パト
ロール時の指導の徹底

実行できた

梅村 朝礼時に呼びかけ 実行できた

梅村 朝礼時に呼びかけ 実行できた

梅村 段ボールの保管場所を決める 実行できた

梅村 節水を呼び掛ける掲示を行う 実行できた

梅村
解体工事では施工計画書を作成し、適切な
散水計画を事前に策定する

実行できた

梅村 間伐材使用のバリケードを使用 実行できた
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責任者
（担当者）

日程（2022年度）

取組内容 評価

　　②空調は夏２７度±１℃、冬２０度±１℃で室温管理を行い、過剰な冷暖房を抑制

１．二酸化炭素排出量

（１）化石燃料使用量の削減

　　①アイドリングストップ

　　②急発進、急加速の禁止

　　③車両整備点検（タイヤ空気圧、オイル等）による省燃費運転の推進

　　④適切なルート選定による効率的な運転の推進

　　⑤効率的な廃棄物の焼却および溶融処理

　　⑦設備・重機・車両の点検・整備

（２）電力使用量の削減

　　①不要照明のカット

　　⑥道具の点検・整備

取組内容

２．廃棄物処分量の削減　リサイクル率の向上

　　工事部門は分別解体の徹底によるリサイクル促進

３．紙使用量の削減

４．水資源投入量の削減

　　①こまめな節水を励行

　　②適切な量の散水実施

９

　　①裏紙使用の励行

　　②使用済み封筒の再利用

　　③使用済みダンボールの有価引取

５．環境負荷の少ない製品等の購入（グリーン購入）の推進

　　グリーン購入



7-1．環境経営目標と実績評価

2022年度売上高　：　277千万円

目標基準 目標（2022年度） 実績 評価

58.5
(17,023.5L)

57.9
(16,853.3L)

7.76
(2,150.36L)

◎

570.0
(165.870.0L)

564.3
(164,211.3L)

666.42
(184,599L)

△

58.0
(16,878.0L)

57.4
(16,709.2L)

83.73
(23,193.01L)

△

220.0
(64,020.0L)

217.8
(63,379.8L)

195.99
(54,288.61L)

◎

2,460.0
(715,860.0L)

2,435.4
(708,701.4L)

1,825.83
(505,754.42L)

◎

780.0
(226,980.0L)

772.2
(224,710.2L)

0.00
(0.00L)

◎

目標基準 目標（2022年度） 実績 評価

75.0
(21,825.0kWh)

74.3
(21,606.8kWh)

82.77
(22,926.00kWh)

△

6,400.0
(1,862,400kWh)

6,336.0
(1,843.776kWh)

5,585.0
(1,546,921kWh)

◎

260.0
(75,660.0kWh)

257.4
(74,903.4kWh)

252.6
(69,961.0kWh)

◎

3,000.0
(873,000kWh)

2,970.0
(864,270kWh)

3,318.8
(919,312kWh)

△

- - - -

- - - -

目標基準 目標（2022年度） 実績 評価

36,000,000kg-CO2
(73,469)

35,640,000kg-CO2
(72,735)

14,781,500kg-CO2
(53,362) ◎

目標基準 目標（2022年度） 実績 評価

93.5% 94.5% 94.5% ◎

目標基準 目標（2022年度） 実績 評価

- - 76000枚 ◎

- - 6000枚 ◎

- - 0枚 ◎

- - 9500枚 ◎

- - 0枚 ◎

- - 0枚 ◎

目標基準 目標（2022年度） 実績 評価

175m3 173m3 145m3 ◎

205m3 203m3 181m3 ◎

※化学物質は使用していません。電気のCO2換算係数は、0.497[kg-CO2/kWh] ※H26年度　中部電力

評価：達成◎・改善したが未達成△・未達成×

※産廃と建設の二酸化炭素排出量を合計した値(1,946,875＋2,155,625）に、産廃焼却処理分の排出量（10,679,000）を足しています。

※各項目の上部に原単位＝実数/売上高、下部に括弧書きで実数を記載しています。

　目標基準、目標（2022年度）の売上高は共通で2020年実績の291千万円を用いています。 13

化石燃料使用量

溶融炉重油

本社

弥栄工場

原町リサイクルセンター

冨士見リサイクルセンター

工事部

全社

CO2排出量の削減

産業廃棄物リサイクル率

冨士見リサイクルセンター

名古屋支店

東京支店

電力使用量

水使用料の削減

本社

弥栄工場

工事部

紙使用量の削減

本社

弥栄工場

原町リサイクルセンター

本社

弥栄工場

原町リサイクルセンター

冨士見リサイクルセンター

名古屋支店

東京支店

■2022年度環境経営目標設定のねらい■

当社のサイトとして、本社（事務管理部門）、弥栄工場（中間処理施設・焼却、最終処分場）、原町リサイクルセンター（中間処理施設・リサイク
ル）、冨士見リサイクルセンター（中間処理施設・破砕選別など）、名古屋支店（事務管理部門）、東京支店（事務管理部門）、工事部（解体工事
部門）が環境関連のサイトとなっており、化石燃料使用量、電力使用量、水使用量、産業廃棄物リサイクル率、紙使用量を環境負荷に関係する
項目とし、各サイトごとに環境経営目標を設定しました。

化石燃料使用量、電力使用量、水使用量、CO2排出量については、2020年度の売上に対する使用量、又は排出量から目標基準を設定しま
した。その数値より1.0％削減/年を目標として設定しました。

工事部の産業廃棄物リサイクル率については2020年度のリサイクル率 （リサイクル率＝（再生資源化した廃棄物の量/現場から排出した
廃棄物の量）×100） の実績より目標基準を設定しました。その数値より1.0％向上を目指し、数値を設定しました。

紙使用量については、各サイトにおいて、数値目標は設定せず、裏紙使用の励行、電子書類の活用など積極的に行うこととしました。



7-2．実績評価と次年度の取り組み
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１１

１０

１０

■2022年度の評価■
１．化石燃料使用量については、弥栄工場、原町リサイクルセンターで目標を達成することができませんでした。
目標を達成できなかった理由としては、受注増により重機・産廃収集運搬車両の稼働が増えたことが挙げられます。
今後は一層、アイドリングストップ、不要時のエンジンoffを徹底し、化石燃料の不必要な使用を防止していきます。

２．電力使用量については、本社、冨士見リサイクルセンターで目標を達成することができませんでした。
目標を達成できなかった理由としては、業務量および産廃受入量の増加が挙げられます。
今後は一層、節電に取り組み、不要な電気の使用を防止します。

３．CO2排出量の削減については、目標を達成しました。
今後も、アイドリングストップ、不要時のエンジンoffを徹底し、化石燃料の不必要な使用を防止していきます。

４．工事部門における産業廃棄物リサイクル率は、目標達成となりました。

適切な分別を行うことにより、産業廃棄物リサイクル率が向上しました。
今後も、より分別の徹底を行い、産業廃棄物リサイクル率の向上に努めます。

５．紙使用量については、本社は昨年と変わらず、弥栄工場、原町リサイクルセンター、冨士見リサイクルセンター、名古屋支店、
東京支店では裏紙の使用を励行し、電子書類の活用により、削減努力をしました。今後も、紙の使用量の数値把握は行い、不
要な紙の使用をなくすように努めていきます。

６．水使用量は、全サイトで目的達成できました。
今後も本社では、水洗の閉めモレの確認の徹底を行います。
弥栄工場では、粉じん等の飛散防止のために散水を行っているので、大幅な使用量の削減は難しいですが、より効率的な散水
を行い、更なる節水に努めます。

昨今の厳しい経済状況の中で、2022年度の売上高は前年度を下回りましたが、積極的な営業活動により、受注量が回復しつつ
あります。化石燃料使用量、電力使用量については引き続き全サイトで節減に努めましたが、売上高に対する原単位としては目
標を達成できなかったサイトがありました。今後もいっそう全職員の意識向上と技術向上に全力を尽くし、環境への負荷の低減
により持続可能な社会の発展に貢献していく所存です。



８．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

（１） 環境関連法規一覧
当社に適用される環境関連法の主な環境関連法規等は、以下のとおりです。
環境関連法規を遵守していることを確認しました。

（２） 違反・訴訟等
関係当局より違反、訴訟等の指摘は過去３年間ありません。
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毒劇法 遵守

自動車NOx・PM法 遵守

オフロード法 遵守

PRTR法 遵守

環境協定書（事業場周辺該当地域と） 遵守

自動車リサイクル法 遵守

道路運送車両法 遵守

省エネ法 遵守

道路交通法 遵守

建設リサイクル法 遵守

家電リサイクル法 期間内に
排出実績なし

愛知県　県民の生活環境の保全等に関する条例（アイドリングストップ関係） 遵守

豊橋市　火災予防条例 遵守

消防法 遵守

振動規制法 遵守

愛知県　県民の生活環境の保全等に関する条例（振動・騒音関係） 遵守

愛知県　県民の生活環境の保全等に関する条例（省エネ関係） 遵守

大気汚染防止法 遵守

地球温暖化対策の推進に関する法律 遵守

騒音規制法 遵守

グリーン購入法 遵守

ダイオキシン類対策特別措置法 遵守

水質汚濁防止法 遵守

主な適用法規 遵守状況

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 遵守

愛知県　産業廃棄物適正処理指導要綱 遵守

愛知県　廃棄物の適正な処理の促進に関する条例 遵守

浄化槽法 遵守

下水道法 遵守

フロン排出抑制法 遵守



９．代表者による評価と見直し
2023年4月28日実施

代表者による全体の評価と見直し事項

代表者による各項目の見直し事項

【環境経営目標及び環境経営計画、実施体制と結果評価について】
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・環境経営目標、計画並びに実施体制については見直す必要は無いと判断しました。
・環境経営方針については解体工事と受託した廃棄物に関する環境配慮内容を加筆
することとします。

　2008年度より、環境マネジメントシステムの運用を開始し、目標を設定、その目標の
達成のための環境活動項目を定め、取り組んできました。活動を通して、全従業員へ
環境へ配慮した行動をとることの大切さとともに、活動がしっかり定着してきました。
　2022年度の活動結果から、環境経営システムのPDCAは、回っていると評価します。
今後とも、より確実な行動をとることでより良い結果になることを期待しています。
　そして、従業員へは、この環境に配慮する行動を行うことで、無駄な経費などを削減
することができ、結果、効率のよい会社運営ができることをより理解してもらいたいと
考えています。
　今期は、一部のサイトで目標を達成することができませんでした。今後もいっそう効
率的な業務運営により目標達成に向けた努力を続けていきます。
　会社全体で、業務が均一化、効率化できるようにするためには、従業員同士の協力
が欠かせないと考えています。また、他人事ではなく、仲間の作業にも気をかけるよう
な意識付けが、会社の規模が大きくなってきた現状で、再度必要だと考えています。
　地球環境に配慮する行動とともに、自分たちの仲間にも配慮ができるように、今後も
従業員へ、日ごろから訴えかけたいと思います。

　・電子書類の使用を進めていますが、提出書類など紙での作成が必要な書類が一
定数あり、またその量は、受注工事数、産廃の委託量の増加、提出書類の増加に伴
い増加します。そのため、今後も、裏紙使用の励行、電子書類使用の励行を行い、数
量把握の下、活動に対する意識付けの強化をしてきたいと思います。

・水使用量については、今年度も、各サイト目標を達成することができました。今後も、
今までの取り組みを継続するようにします。

　・CO2排出量の削減については、達成することができました。今後も、CO２排出量の
把握を行い余計なCO2の排出を防ぐようにしていきたいと思います。

　・電気使用量については、本社、冨士見リサイクルセンターで目標を達成することが
できませんでした。今後は一層、使用時間を削減できるように、業務の効率化、均一
化を進めていきます。

　・化石燃料使用量については、弥栄工場、原町リサイクルセンターで目標を達成す
ることができませんでした。今後は一層、余計な化石燃料を使用しないように、アイドリ
ングストップ、不要時のエンジンOFFを徹底していきます。また、設備、重機、車両の不
具合等による不要な化石燃料の使用を防ぐため、自社にて整備・メンテナンスも引き
続き行っていきたいと思います。



別紙. 受託した産業廃棄物の処理量 2022年度（　2022年　4月　～　2023年　3月）

（ⅰ）収集運搬

単位 収集運搬量

t 115.80

t 16,502.64

t 795.32

t 2.41

t 5,079.57

t 22,495.74

（ⅱ） 中間処理

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

木くず 破砕・焼却 t 142.60

紙くず 焼却・破砕 t 16.62

廃プラ 破砕・焼却 t 4,016.30

感染性 焼却 t 424.35

がれき類 破砕・選別 t 9,763.80

その他 破砕・造粒固化・選別破砕 t 9,492.64

その他 焼却 t 627.45

木くず 破砕リサイクル・焼却後溶融 t 84.53

コンクリートガラ 破砕後路盤材化 t 9,502.56

廃石膏ボード 破砕 t 528.76

廃プラ 破砕リサイクル・焼却後溶融 t 1,076.34

その他 破砕リサイクル・焼却後溶融 t 9,326.56

t 20,518.75

t 24,483.76

（ⅲ）最終処分

処理方法等 単位 処分量

管理型最終処分 t 0.00

t

t

t

（ⅳ）中間処理後の産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処分量等

燃えがら 管理型最終処分[委託] t 643.00

ばいじん 管理型最終処分[委託] t 78.00

がれき類 管理型最終処分[委託] t 48.00

汚泥 管理型最終処分[委託] t

ガラス・陶磁器くず 管理型最終処分[委託] t 149.00

石綿含有産業廃棄物 管理型最終処分[委託] t

混合 管理型最終処分[委託] t 880.00

廃プラ 管理型最終処分[委託] t

木くず 管理型最終処分[委託] t

t 1,798.00

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量等

溶融スラグ 骨材として再生利用[売却]t 0.00

コンクリートガラ 路盤材として再利用[売却]t

木くず 燃料として再利用[売却] t

廃石膏ボード 原料として再利用[売却] t

廃プラ 原料として再利用[売却] t

建設汚泥 土工材料として再利用[売却]t

t

t 1,798.00

廃棄物の種類

木くず

がれき類

廃プラ

感染性

その他

合計

中間処理

う

ち

再

資

源

化

等

小計

※一部理論値を用いた箇所があるため、(ii)中間処理量-再資源化量　によって得られる値

と、(iv)中間処理後の産業廃棄物　の値は一致しません。

合計

合計

廃棄物の種類

ガラス・陶磁器くず

合計

中

間

処

理

後

の

産

業

廃

棄

物

最

終

処

分

小計

中

間

処

理

（

再

資

源

化

等

）

小計


